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令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 26日実施） 

総合評価（４月８日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

○生徒が主体的
に学ぶ意欲を
高め、確かな
学力を身につ
ける教育課程
編成や組織的
な授業改善に
取り組む。 

○学校行事や生
徒会活動を工
夫・充実さ
せ、生徒の主
体性、協調性
の育成を図
る。 

 

①生徒に考えさ
せる授業を行
い、生徒の主
体的な学習意
欲の向上を図
る。 

②行事の企画・
運営に生徒を
参画させ、主
体的に活躍で
きる環境を整
備する。 

①各教科で授業改
善を推進し、研
究授業を実施・
共有する。 

②各行事の企画、
運営にあたっ
て、実行委員会
を組織し、生徒
中心の運営を一
層進める。 

①組織的な授業
改善が推進さ
れ、生徒の学
習意欲に向上
が見られた
か。 

②生徒が行事の
企画運営に主
体的に携わっ
たという意識
を持つことが
できたか。 

①研究授業を実施し、
互いの授業を参観す
ることで、授業改善
を推進させた。 

②学校再開直後に生徒
会執行部、実行委員
会の生徒が中心とな
って、「クラスの
日」の準備に取り組
み、開催した。「立
野祭・球技大会・合
唱コンクール」の行
事は中止とした。 

①ＩＣＴ機器を活用
した授業をさらに
取り入れ工夫する
ことで、生徒の学
習意欲の向上に努
める。 

②コロナ禍では実施
が困難な行事があ
る。この状況が続
くことを想定し、
新しい形態を模索
していく必要があ
る。生徒会執行部
の生徒にも考えさ
せたい。 

①研究授業のまとめ
を作成・回覧し
て、成果を全体で
共有するとよい。
また、オンライン
を使う学習方法も
続けて研究してい
くとよい。 

①今後は中高で連携
した授業研究等の
実施を検討し、授
業改善の一助とな
るとよい。 

①各教科で授業参観を行
い、生徒の学習意欲の
向上を目指した組織的
な授業改善に取り組ん
だ。 

①家庭学習が十分に定着
していない。 

②実施できなかった行事
も多くあったが、感染
防止に取り組みなが
ら、生徒が中心となっ
て行事の企画運営を行
った。 

①「生徒に考えさせる授
業」をテーマに授業改
善を継続し、生徒の主
体的な学習意欲の向上
を図る。 

① 学習活動でのＩＣＴ機
器の効果的な活用を、
ＩＣＴ推進チームを中
心に推進する。 

②コロナ禍の影響も考慮
した行事の形態を検討
するとともに、生徒が
行事を主体的に企画運
営する機会を増やす。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

○日常的な生徒
指導を通して
社会規範を身
につけるとと
もに、部活動
等において自
己実現に向け
て努力する姿
勢を育てる。 

○個に応じた相
談・支援体制
の充実を図
る。 

①集団や社会の
一員としてふ
さわしい振る
舞いを身につ
けるよう指導
の充実を図
る。 

②生徒理解に努
め、個に応じ
た適切な支援
を行ってい
く。 

①指導方針を全職
員間で共有し、
様々な機会を通
して指導を徹底
する。 

②担任による面談
や必要に応じた
ケース会議の開
催、スクールカ
ウンセラーの有
効活用を行う 

① 全職員で一貫
した指導を行
うことができ
たか。 

②ケース会議等
の取組みが支
援を必要とす
る生徒に生か
せ、課題解決
に至ったか。 

②教育相談窓口
の一層の周知
が図られた
か。 

①生徒指導についての
共通理解を持つため
の会議を十分に確保
できなかった。 

②支援が必要な生徒が
増加傾向にあるが、
ケース会議が十分に
活用できていない。 

①個々の生徒理解を
しっかりと行い、
その情報を教職員
が共有し、様々な
ケースにきめ細か
く対応する必要が
ある。 

②学年会を活性化さ
せるとともに、各
学年の教育相談担
当者と連携し、多
様なケースに対応
する必要がある。 

②様々な状況にある
生徒に対して、今
後はチームとして
の支援の必要性が
高まってきてい
る。 

②コミュニケーショ
ンツールを利用す
ることで、個別面
談や個別指導が行
いやすい面もあっ
た。「つながる」
感覚があると生徒
の孤立感が減ると
考えられる。 

 

①社会規範意識の醸成や
コロナ感染防止の取り
組みでは、全職員で協
力して指導することが
できた。 

②担任やスクールカウン
セラーによる支援はで
きたが、チームとして
の支援は十分ではなく
課題があった。 

①指導方針を全職員で共
有し、組織的な指導を
通して社会規範意識の
更なる醸成を図る。 

②一人ひとりの生徒の状
況をよく観察し、学年
会やケース会議を通し
て関係教職員で情報を
共有し、必要があれば
外部専門機関とも連携
し、個に応じた適切な
支援に努める。 

３ 進路指導・支援 

○生徒一人ひと
りの進路希望
を実現できる
よう進路指導
体制・教育相
談体制・学習
支援体制の充
実を図る。 

①生徒が自己理
解を深め、自
己探求を進
め、自己実現
をしていく力
を身に付ける
支援体制の充
実を図る。 

①進路ガイダンス
を３年間の教育
課程の中で効果
的な時期に実施
し、学年と協力
して新入試のも
とで希望進路実
現に向けた支援
を行う。 

①進路室や自習室
を整備し、生徒
の積極的な活用
を促す。 

①総合的な探求
(学習)の時間を
有効に活用し
た、キャリア教
育を実践する。 

①適切な時期に
効果的なガイ
ダンスや説明
会を実施でき
たか。 

①進路室の利用
者が学年を問
わず増えた
か。 

①目標を設定し
その実現に向
けて取り組む
生徒を育むこ
とができた
か。 

 

①新入試に向け、動画
配信やオンラインに
よる双方向のガイダ
ンス等を工夫し、生
徒及び保護者対象説
明会を実施した。 

①衛生面に十分配慮し
て夏季休業中に自習
室を開放し、延べ
200 名以上の生徒が
利用した。また、進
路室も積極的に開放
した。 

①「自己理解・探求・
実現」を促すキャリ
ア探究活動を展開し
た。また、ＩＣＴを
活用し課題等を配信
した。 

①自ら考え自己実現
する力を促す学習
活動をさらに推進
する。 

①「総合的な探求の
時間」の活動と評
価の一体化の検討
を続ける。 

①コロナ禍でのガイ
ダンスの方法を検
討する。ランチミ
ーティング（職業
人講話）の実施は
見送ったが、今後
も同窓会と連携し
て開催したい。 

①キャリアパスポー
トの有効活用を継
続して検討する。 

①生徒の主体性をど
のように引き出す
かが重要である。
教職員のコーチン
グ等のコミュニケ
ーションスキルを
向上させることも
有効である。 

①コロナ後の社会で
は仕事の在り方が
大きく変化するこ
とが予想される。
進路指導でも社会
の変化に関する情
報提供や、授業の
中でＳＤＧｓやＡ
Ｉ等について考え
る機会があるとよ
い。 

 

①対面による生徒ガイダ
ンスや保護者説明会に
変えて、ＩＣＴ機器を
利用したオンライン説
明会を行い、計画通り
に適切な時期に効果的
に実施できた。 

①進路室や自習室の学習
環境を整えたため、平
日だけでなく休日も自
習する生徒が増えてき
た。 

①今後も、より高い目標
に向かって自己実現に
取り組む生徒を増やし
ていくための方策を検
討する必要がある。 

①面談やガイダンス、説
明会におけるＩＣＴ機
器の効果的な活用を、
ＩＣＴ推進チームを中
心に研究する。 

①学習環境の整備に努
め、生徒の確かな学力
の育成を支援する。 

①様々な学習データを有
効に活用できるよう、
進路指導体制の強化を
図り、生徒の希望進路
の実現を支援する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 
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具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

○地域貢献活動
や地域との協
働活動等を充
実させ、地域
とともにある
学校づくりを
推進する。 

①全校をあげて
生徒が主体と
なった活動と
なるよう支援
する。 

②地域貢献活動
の充実を図っ
ていく。 

①間門小学校と連
携したアイサツ
タイム、見守り
活動を継続して
いく。 

②地域と関わる企
画を設け、地域
との関係を深め
ていく。 

 

①生徒が活動を
通じて自己肯
定感を持つこ
とができた
か。 

②地域の一員で
あるとの意識
を高めること
ができたか。 

①間門小あいさつ運動
と見守り活動の実施
は見送った。防犯教
育は実施した。 

②地域貢献デーの実施
は見送った。本牧地
区の行事も中止とな
った。 

①②コロナの状況が
落ち着いたら、次
年度以降も継続し
ていきたい。 

①コロナ禍でも防犯
教室を無事に実施
し、交流が可能で
あることが分かっ
た。次年度の取組
みに期待したい。 

②中学校との連携も
図れるとよい。 

①１年間を通してコロナ
禍の影響により、多く
の行事が実施できなか
った。今後もしばらく
は対面での行事の実施
が困難なことが予想さ
れる。 

①このような状況でもで
きることはないか、ど
のようにしたらできる
か、新しい形態も含め
て検討する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

○安全・安心・
快適な学習環
境の整備に向
けた取組みを
一層推進する
とともに、不
祥事防止を通
じて保護者や
県民から信頼
される学校づ
くりを確立す
る。 

○学校の教育活
動に関する情
報発信を積極
的に行い、学
校への理解が
深まるよう努
める。 

〇生徒と向き合
う時間を確保
するために、
組織的な学校
運営と校務の
効 率 化 を 図
る。 

①防災マニュア
ルの更新等、
防災体制の充
実を図る。 

①校内美化の徹
底を続ける 

①ＰＴＡ活動の
充実のため
に、積極的な
連携を図る。 

②学校ＨＰや学
校説明会の充
実を図る。 

③業務内容を検
証し、より効
率的に進行し
ていく体制を
作る。 

①防災マニュア
ル・避難所初動
対応マニュアル
の内容を再確認
し更新してい
く。 

①昨年度実施でき
なかったＤＩＧ
研修会を実施す
る。 

①清掃方法や用具
を工夫し、校内
美化徹底に取り
組む。 

①ＰＴＡ各委員会
の担当者を中心
に情報共有を行
い、連携を図
る。 

②生徒が主体とな
った説明会を実
施し、本校の魅
力を発信してい
く。 

③業務の更なるＩ
ＣＴ機器の活用
を推進し、働き
方改革へ繋げて
いく。 

①マニュアル内
容の確認・更
新ができた
か。 

①ＤＩＧ研修会
を実施できた
か。 

①清掃活動徹底
に取り組めた
か。 

①ＰＴＡとの円
滑な連携と情
報共有ができ
たか。 

②説明会等の参
加者が、充分
に本校の魅力
を感じること
ができたか。 

③業務の効率化
が進み、年休
取得日数の増
加や時間外勤
務の短縮が図
られたか。 

①防災マニュアルの内
容を、コロナ対策の
視点から更新した。 

①コロナ禍の影響で、
今年度もＤＩＧ研修
会を実施できなかっ
た。 

①清掃活動に加え消毒
作業を毎日実施し、
校内の美化と衛生管
理に取り組んだ。ま
た、保護者ボランテ
ィアによる校内消毒
を９月から 12月ま
で週１回、合計 15
回実施した。 

①メールを利用して、
ＰＴＡ役員と情報共
有や業務の確認を行
った。 

②学校説明会は密を避
けて二部制とし、生
徒主体で実施した。
体験部活動は、９月
の休日に企画した。
広報活動は、ＳＮＳ
等を活用し、オンラ
インで学校のＰＲ活
動を行った。 

③コロナ禍の影響もあ
り、在宅勤務は導入
されたが、時間外勤
務の短縮は進んでい
ない。 

 

①防災マニュアルの
内容を、様々な状
況を想定して具体
的な対応を検討し
ながら更新する。 

①ペアワークや個で
の防災学習の方法
を検討し、実施す
る。 

①校内美化及び衛生
管理徹底の取り組
みを今後も続けて
いく。 

①今後も新型コロナ
の感染状況を考慮
しながら、ＰＴＡ
活動の変更が必要
であれば早めに検
討する。 

②今年度はコロナ禍
の影響で、体験部
活動は９月以降に
実施した。今後は
８月の実施を検討
する。また、情報
発信の手段とし
て、ＳＮＳの更な
る活用を目指す。 

③テレワークや在宅
勤務を推進するた
めには、教職員の
自宅にパソコン等
の環境整備が必要
となる。 

①学校での教育活動
中におけるリスク
マネジメントにも
工夫が必要であ
る。できることか
ら取り組んでいく
とよい。 

①学校と協力して、
安全・安心な生活
環境・学習環境の
整備を支援できて
よかった。 

①丁寧な清掃活動により
校内美化の徹底を図る
ことができた。また、
コロナ感染症防止の取
組みを、保護者の協力
も得ながら実施するこ
とができた。 

①ＰＴＡ活動は対面での
会議や行事が困難な状
況で、メールを利用し
ながら、情報の共有や
業務の確認等の連携を
図ることができた。 

②コロナの感染状況を考
慮しながら、学校説明
会や体験部活動、ＳＮ
Ｓによる学校の魅力発
信などＰＲ活動を実施
することができた。 

③業務の効率化と時間外
勤務の短縮をどのよう
に進めるか、検討する
必要がある。 

①コロナの感染状況を考
慮しながら、適切な時
期にＤＩＧ研修会を計
画するとともに、別形
式での防災学習の在り
方も検討する。 

②本校の教育活動に関す
る情報発信を効果的に
できるよう、実施時期
や方法等を工夫し、中
学生やその保護者、地
域の方に本校の理解が
深まるよう努める。 

③昨年の 11月から運用が
始まった「勤務時間管
理システム」も活用し
ながら、時間外勤務の
把握とその短縮につい
て検討する。また、Ｉ
ＣＴ機器を活用しなが
ら業務の効率化を図
る。 

 


